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今
年
も
萩
城
跡
に
色
と
り
ど
り

の
花
を
つ
け
た
牡
丹
や
つ
つ
じ
が
、

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
は
隣
接
す
る

萩
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
期
間
中
の
土

日
に
開
放
し
て
、
セ
ン
タ
ー
内
の

８
５
０
０
本
の
つ
つ
じ
も
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

と　

き　

５
月
５
日
（
祝
）
ま
で

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

指
月
公
園
（
主
会
場
）・

萩
浄
化
セ
ン
タ
ー
・
指
月
西
公
園

（
石
彫
公
園
）

内  
容　
え
び
ね
無
料
配
付
（
５
月

３・
４
日
） 
、
い
ろ
い
ろ
花
市
（
５

月
３・４
日
） 

牡
丹
園
・
つ
つ
じ
園
等
の
紹
介  

指
月
公
園
牡
丹
園　

牡
丹
６
０
０

本 指
月
公
園
え
び
ね
園　

 
え
び
ね

２
０
０
０
本 

萩
浄
化
セ
ン
タ
ー　

つ
つ
じ

８
５
０
０
本 

指
月
西
公
園　

つ
つ
じ
５
０
０
０

本

萩焼まつり・・・・・・５月１日〜５日（萩市民体育館）
萩・大茶会・・・・・・５月３日・４日（指月公園ほか）
牡丹・つつじまつり・・５月５日まで（指月公園ほか）
萩・夏みかんまつり・・５月 17 日（指月公園）
浜崎お宝博物館・・・・５月 17 日（浜崎町内）

〜
土
と
生
命
の
炎
が
織
り
な
す

　
　
　
　
　
　
　

陶
芸
の
祭
典
〜

第
８
回  

萩
焼
ま
つ
り

◆
萩
焼
作
品
展

と　
き　
５
月
24
日
（
日
）
ま
で　
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　
城
下
町  

青
木
周
弼
旧
宅

※
入
場
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

萩
焼
ま
つ
り
は
、
観
光
と
焼

物
の
ま
ち
「
萩
」
を
あ
ら
わ
す

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
県
内
外
に

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、

こ
の
「
土
と
生
命
の
炎
が
織
り

な
す
陶
芸
の
祭
典
」
へ
の
、
皆
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

牡
丹
・
つ
つ
じ
ま
つ
り

萩
・
花
ご
よ
み
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昨年の萩焼まつり

◆イベントスケジュール◆

と　
き　
５
月
１
日（
金
）〜
５
日（
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

と
こ
ろ　
販
売
主
会
場
は
萩
市
民
体
育

館 内　
容　
萩
焼
即
売
（
萩
焼
窯
元
・
販

売
店
45
社
に
よ
る
大
即
売
会
）、
ロ
ク

ロ
実
演
と
作
陶
指
導
（
当
日
会
場
に
て

受
付
・
有
料
） 

、
萩
特
産
品
即
売
な
ど                  

◆
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン        

　

期
間
中
、
萩
市
の
情
報
発
信
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
を
市
役
所
に
設
置
し
、
情
報
提

供
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
会
場
へ
は
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

運
航
期
間　

５
月
２
日
（
土
）
〜

５
日
（
祝
）  

午
前
10
時
〜
午
後
５

時 運
行
区
間　

市
役
所
前
〜
萩
総
合

庁
舎
前
〜
萩
駅
前

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
市
役
所

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（２）

　
浜
崎
は
、
江
戸
時
代
に
港
の
開
発
と

と
も
に
商
業
の
町
と
し
て
栄
え
、
萩
城

下
の
経
済
を
支
え
た
町
で
す
。
格
子
の

町
並
み
や
お
船
倉
な
ど
は
、
そ
の
歴
史

を
物
語
る
貴
重
な
財
産
で
す
。
こ
の
歴

史
の
跡
を
次
の
世
代
に
伝
え
、
ま
た
広

く
人
々
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
歴
史

を
踏
ま
え
た
新
た
な
文
化
を
興
し
、
浜

崎
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
今
年
の
２

月
「
浜
崎
し
っ
ち
ょ
る
会
」
が
発
足
し

ま
し
た
。（
会
長  

小
茅
稔
、
事
務
局  

岩
崎
政
尚
、
会
員
66
名
） 

　
同
会
で
は
、
多
く
の
人
々
に
浜
崎
の

格
子
の
町
並
み
や
家
々
に
あ
る
宝
物
を

見
て
い
た
だ
き
、
ま
た
地
元
の
食
べ
物

を
味
わ
い
な
が
ら
、
浜
崎
の
良
さ
を

知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
こ
と
か

ら
、「
浜
崎
お
た
か
ら
博
物
館
」
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

歩
い
て 

 

萩
の
宝
島

浜
崎
お
た
か
ら
博
物
館

◆
浜
崎
お
た
か
ら
博
物
館

と  

き  

５
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時 

と
こ
ろ  

浜
崎
本
町
筋
周
辺
、
お
船
倉
、

住
吉
神
社
、
魚
市
場

受　
付　
山
口
銀
行
浜
崎
支
店
付
近

◯
お
た
か
ら
の
紹
介

〔
本
町
筋
〕
坂
本
龍
馬
の
筆
入
れ
茶
碗
、

２
０
０
年
前
の
郡
華
百
人
一
首
、
大
坂

城
築
城
時
の
掛
軸
、
一
分
銀・二
朱
銀
、

乃
木
大
将
の
書
幅
、
聖ひ
じ
り、

お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
昔
語
り
な
ど

〔
格
子
の
町
並
み
〕
太
い
柱
の
古
い
家
、

し
と
み
戸
も
開
い
て
中
に
入
れ
ま
す          

〔
国
指
定
史
跡
・
旧
萩
藩
お
船
倉
〕
説

明
者
が
お
り
、
中
に
入
れ
ま
す

〔
住
吉
神
社
〕
お
船
、
毛
利
の
八
重
姫

様
の
羽
子
板

◯
お
食
事
処（
魚
市
場
）雑
魚
場
定
食
、

焼
き
い
か
、
ビ
ー
ル
な
ど 

◯
お
や
す
み
処　
抹
茶
、和
菓
子
、コ
ー

ヒ
ー
、
ケ
ー
キ 

◯
商
い
処　

海
産
物
、
ま
ん
じ
ゅ
う
、

て
ん
ぷ
ら
、
か
ま
ぼ
こ
、
赤
飯
、
夏
み

か
ん
菓
子
な
ど

※
市
役
所
・
市
民
球
場
駐
車
場
に
駐
車

し
て
、
市
役
所
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

主　
催　
浜
崎
お
た
か
ら
博
物
館
実
行

委
員
会
（
浜
崎
し
っ
ち
ょ
る
会
、
萩
市

都
市
計
画
課
で
構
成
）

問
い
合
わ
せ　

萩
市
都
市
計
画
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
０
４
）
へ

坂本龍馬が萩を訪れたときに、筆を入
れたと言われる抹茶茶碗

 

↑
茶
碗
の
内
側
に
は
逆
さ
富
士
と
鶴
、
外
側
に
は

龍
馬
の
文
字
、
箱
書
き
に
は
松
本
焼
の
文
字

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
・
い
べ
ん
と 



５月の「萩」は「おもしろい」！

　

萩
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
も
い

え
る
「
夏
み
か
ん
」。
城
下
町
の
面

影
を
残
し
て
い
る
土
塀
、
そ
し
て

そ
の
土
塀
か
ら
の
ぞ
く
夏
み
か
ん

は
萩
の
情
緒
を
感
じ
さ
せ
る
風
景

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

季
節
、
夏
み
か
ん
が
真
っ
白
い
花

を
咲
か
せ
、
市
内
は
甘
酸
っ
ぱ
い

香
り
に
包
ま
れ
ま
す
。

　
あ
た
な
も
五
月
日
和
の
１
日
を
、

家
族
や
友
人
と
一
緒
に
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

５
月
17
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　
指
月
公
園

内　
容　
萩
・
夏
み
か
ん
物
産
市
（
果

実
・
加
工
品
・
ジ
ュ
ー
ス
・
寿
司
等

の
販
売
）、
萩
・
夏
み
か
ん
ス
テ
ー
ジ

（
郷
土
芸
能
披
露
、
太
鼓
演
奏
）、
ほ

か

イベント情報　最前線！

昨年の萩・大茶会

明
治
維
新
１
３
０
年

萩
・
大
茶
会

問
い
合
わ
せ　

萩
・
大
茶
会
、
牡
丹
・
つ
つ
じ
ま
つ

り
、
夏
み
か
ん
ま
つ
り
に
関
し
て
は
、
萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
１
）
へ

　皆さん、ゴールデンウィークの計画はどうなっていますか？
　恒例となった「萩焼まつり」や、昨年から始まった「萩・大茶会」
など、５月の萩はイベントが盛りだくさんとなっています。
　ふるさと萩は、皆さんのお帰りをお待ちしています。

萩
・
夏
み
か
ん
ま
つ
り

萩
・
花
ご
よ
み
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皆
さ
ん
、
お
し
く
ら
ご
う
を
ご
存

じ
で
す
か
？

　

北
浦
地
方
で
は
、
複
数
の
乗
組
員

が
乗
船
し
た
和
船
同
士
で
、
艪ろ

や
櫂か
い

を
使
い
、
一
定
の
距
離
を
漕
い
で
速

さ
を
競
う
船
競
漕
の
こ
と
を
、「
お
し

く
ら
ご
う
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

萩
市
玉
江
浦
地
区
で
は
、
今
か
ら

２
０
０
年
以
上
前
に
始
ま
っ
た
と
伝

え
ら
れ
、
昔
は
、
旧
暦
の
５
月
11
、

12
日
の
祭
礼
日
に
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
６
月
の
第
１
土
曜
日
と

日
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

玉
江
浦
の
お
し
く
ら
ご
う
が
、
何

を
き
っ
か
け
に
始
め
ら
れ
た
の
か
と

い
っ
た
こ
と
は
、
記
録
も
ほ
と
ん
ど

な
く
、
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一
説
に
は
、
玉
江
浦
の
人
々
が
毛
利

水
軍
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
た
め
、

毛
利
藩
の
水
軍
の
訓
練
や
教
練
の
た

め
に
始
め
ら
れ
た
と
か
、
城
の
藩
主

に
危
険
が
迫
っ
た
時
、
脱
出
に
備
え

る
た
め
に
始
め
ら
れ
た
な
ど
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
漁
場
の
決
定

の
た
め
に
始
め
ら
れ
た
と
い
う
説
も

あ
り
ま
す
。

　

水
軍
伝
統
の
行
事
が
受
け
継
が
れ

て
今
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
話
も
耳

に
し
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
確

か
な
話
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

地
元
の
各
青
年
宿
か
ら
選
ば
れ
た

６
月
の
萩
も
、
お
・
も
・
し
・
ろ
・
い
！

お
し
く
ら
ご
う
と　
き　
６
月
７
日
（
日
）

と
こ
ろ　
橋
本
川
下
流

昨 年 の お し く ら ご う の 様 子

勇
壮
な
海
の
男
た
ち
の
姿
を
、
ぜ
ひ
! !

（３）

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
指
月
公
園
内
の
展
示
物

●
吉
田
松
陰
先
生
ゆ
か
り
の
抹
茶

茶
碗
の
展
示
（
花
江
茶
亭
）

●
生
け
花
展
（
旧
福
原
家
書
院
）

●
明
治
維
新
関
連
の
和
歌
等
の
展

示
（
５
月
１
日
〜
５
日　

指
月
公

園
内
）

海
の
男
た
ち
が
、
は
ち
ま
き
、
下
帯

姿
で
繰
り
広
げ
る
お
し
く
ら
ご
う
は
、

た
い
へ
ん
勇
壮
で
す
。
今
年
も
、
白

熱
し
た
展
開
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、ぜ
ひ
一
度
ご
覧
に
な
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
今
年
の
お
し
く
ら
ご
う

と　
き　
６
月
７
日
（
日
）

と
こ
ろ　

橋
本
川
（
常
盤
橋
・
玉
江

橋
間
）

＊
参
考
文
献　
「
山
口
県
人
づ
く
り
風

土
記
」（
農
山
漁
村
文
化
協
会
）。　

　

古
く
か
ら
萩
と
深
い
関
わ
り
の

あ
る
茶
の
湯
の
文
化
。
第
17
代
当

主
で
あ
る
毛
利
元
敬
氏
を
迎
え
て
、

「
萩
・
大
茶
会
」
が
、
今
年
も
盛
大

に
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
明
治
維
新
１
３
０
年
の

記
念
の
年
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

吉
田
松
陰
先
生
が
平
戸
の
山
鹿
流

兵
学
の
宗
家
山
鹿
萬
助
に
入
門
す

る
際
に
持
参
し
た
２
つ
の
抹
茶
茶

碗
も
、指
月
公
園
内
の
「
花
江
茶
亭
」

に
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

５
月
３
日
（
日
）
〜
４

日
（
休
）  

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

指
月
公
園
・
旧
厚
狭
毛

利
家
萩
屋
敷
長
屋

お
茶
券　

セ
ッ
ト
券　

２
０
０
０

円
（
薄
茶
４
席
）　

１
席
券　

６
０
０
円
（
当
日
券  

６
５
０
円
）  

◆
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
！

運
行
期
間　
５
月
３
日
（
日
）
〜
４
日

（
休
）

運
行
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

運
行
区
間    

市
役
所
前
〜
萩
総
合
庁

舎
前
〜
指
月
公
園
東
側
入
口 

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
市
役
所



　 人 材 登 用 に 徹 せ
　 　 吉 田 松 陰 建 言 す

（４）

維新の長州　〜主役の背景〜②

松陰が藩主に建言した「狂夫の言」
　　　　　　　　（萩・松陰神社蔵）

門人松浦松洞の描いた吉田松陰
の肖像（萩・松陰神社蔵）

　明治維新から１３０年、このシリーズは長州藩が維新変革の
主役になれた背景を考えている。事を成すのは人である。すな
わち、主役たりえたいちばん基礎的な要因は、この藩が早くか
ら人材登用に徹していたからではなかったか。危機に対し改革
を行うには、身分・門閥にかかわりなく、優れた人物を引き出
してこなければできない。それを知り、見事に実行した。

　

大
臣
は
武
士
か
ら

　
　
　
　
　
　

出
さ
な
く
て
も
い
い

　

身
分
の
高
い
者
ほ
ど
鈍

　
　
　
　
　
　

賎
し
い
者
ほ
ど
敏

　
　

ア
メ
リ
カ
で
は
逆
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
海
舟

　

人
材
登
用
の
必
要

　
　
　
　
　
　

藩
主
は
知
っ
て
い
た

貴
い
ほ
ど
鈍
く
、
賤

し
い
者
ほ
ど
さ
と
い

（
敏
）。

　

だ
が
、
そ
の
愚
か

な
者
が
身
分
高
い
が

ゆ
え
に
ト
ッ
プ
の
座

に
す
わ
り
、
位
が
低

く
よ
り
有
能
な
人
材

か
っ
て
、
く
そ
真
面
目
に
こ
ん
な
無
茶
を
言
っ
た
男

は
松
陰
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
。

　
驚
く
ほ
ど
進
歩
的
な
提
言
と
い
え
る
。
な
ぜ
吉
田

　
世
の
中
の
仕
組
み
が
逆
立
ち
し
て
い
る
の
だ
、
と

い
う
同
じ
指
摘
を
、
こ
の
時
か
ら
２
年
後
、
咸
臨
丸

で
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
た
勝
海
舟
が
し
て
い
る
。

よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
が
、
幕
府
老
中
に
米

国
の
印
象
を
聞
か
れ
，「
政
府
役
人
で
も
民
間
で
も

上
に
立
つ
者
は
相
応
に
賢
く
、
そ
の
点
が
わ
が
国
と

は
反
対
の
よ
う
で
す
」
と
言
っ
て
の
け
た
。

　
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
江
戸
時
代
の
社
会
は
す
べ

て
に
身
分
制
の
秩
序
が
あ
り
、
そ
れ
が
封
建
制
を
支

え
る
基
本
原
理
、
支
配
の
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。
下
級

武
士
の
子
、
福
沢
諭
吉
も
「
門
閥
制
度
は
親
の
敵か
た
きで

ご
ざ
る
」
と
言
っ
た
が
、
松
陰
や
海
舟
が
考
え
る
よ

う
に
、
身
分
・
門
閥
制
に
か
わ
っ
て
能
力
主
義
を
と

る
こ
と
は
、
江
戸
幕
藩
体
制
そ
の
も
の
を
否
定
し
解

体
す
る
こ
と
に
通
じ
て
い
た
。　

　
さ
て
、
松
陰
の
建
白
書
を
受
け
取
っ
た
藩
主
敬
親
。

松
陰
よ
り
11
歳
年
上
の
こ
の
人
は
、
幕
末
の
賢
公
た

ち
に
く
ら
べ
、
時
に
愚
公
の
よ
う
に
陰
口
さ
れ
た
が
、

見
方
に
よ
れ
ば
、
彼
ほ
ど
賢
い
殿
様
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
自
ら
し
ゃ
し
ゃ
り
出
ず
、
よ
き
人
物

眼
と
類
ま
れ
な
度
量
で
賢
士
を
選
ん
で
改
革
を
任

せ
、
激
動
の
幕
末
を
乗
り
き
っ
て
い
る
。

　
あ
る
意
味
で
、
人
材
登
用
の
必
要
と
や
り
方
を
い

ち
ば
ん
知
っ
て
い
た
の
は
、
毛
利
敬
親
そ
の
人
だ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
。
彼
が
中
士
層
の
村
田
清
風
ら
を

登
用
し
、
長
州
藩
の
天
保
改
革
に
着
手
し
た
の
は
こ

れ
よ
り
20
年
も
前
、
20
歳
の
と
き
。
そ
し
て
こ
の
頃

は
安
政
の
改
革
、
大
詰
め
の
維
新
ま
え
の
慶
応
改
革

で
は
村
医
者
出
の
大
村
益
次
郎
を
抜
擢
し
た
。

　
実
は
、
人
材
登
用
に
よ
る
改
革
は
多
か
れ
少
な
か

れ
他
藩
も
幕
府
も
や
っ
た
。
だ
が
、
長
州
藩
は
藩
主

以
下
非
常
時
に
は
門
閥
・
身
分
よ
り
能
力
が
大
事
と

は
ス
ポ
イ
ル
さ
れ
て
い
る
。
平
穏
な
時
代
な
ら
ま
だ

し
も
、
危
急
存
亡
の
今
、
そ
れ
で
は
や
っ
て
ゆ
け
な

い
。

　
安
政
５
年
（
１
８
５
８
年
）
正
月
、
日
米
通
商
条

約
の
締
結
問
題
が
ぎ
り
ぎ
り
の
大
詰
め
を
迎
え
て
い

た
と
き
吉
田
松
陰
は
藩
主
毛
利
敬
親
（
た
か
ち
か
）

に
一
通
の
建
白
書
を
差
し
出
し
た
。
有
名
な
「
狂
夫

の
言
」
で
あ
る
。
こ
の
中
で
松
陰
は
「
英
決
果
断
」

な
藩
政
改
革
の
必
要
を
説
き
、
実
に
思
い
切
っ
た
人

材
の
登
用
を
勧
め
て
い
る
。

　

藩
政
を
左
右
す
る
「
大
臣
」（
宰
相
に
近
い
）
に

そ
れ
に
相
応
し
い
人
物
を
選
ぶ
こ
と
が
最
も
大
切
だ

と
言
い
、
次
の
よ
う
に
書
く
。

　
「
貴
族
に
人
な
く
ん
ば
こ
れ
を
寄
組
に
取
る
、
是

れ
今
日
の
資
格
の
常
な
り
。
広
め
て
こ
れ
を
論
ぜ
ん

に
、
寄
組
に
人
な
く
ん
ば
、
こ
れ
を
大
組
に
取
り
、

こ
れ
を
遠
近
・
無
給
に
取
り
、
こ
れ
を
徒
士
・
足
軽

に
取
り
、
こ
れ
を
農
工
商
賈
（
こ
）
に
取
る
も
不
可

あ
る
な
し
」　　

　
長
州
藩
政
府
の
大
臣
は
常
に
毛
利
一
門
と
永
代
家

老
２
家
か
ら
な
る
藩
貴
族
か
、
寄
組
と
よ
ば
れ
る
名

門
・
大
身
の
階
層
か
ら
選
ば
れ
た
。
厳
た
る
ル
ー
ル

だ
っ
た
。
松
陰
は
そ
れ
を
こ
ん
な
枠
は
取
り
払
い
、

有
能
な
人
材
な
ら
す
べ
て
の
武
士
階
層
、
い
や
百
姓

町
人
か
ら
で
も
選
ん
で
い
い
の
だ
と
叫
ん
だ
の
だ
。

　
い
か
に
幕
末
と
は
い
え
、
江
戸
時
代
、
藩
主
に
向←

←

←

←

←



（５）

　
私
は
、
現
在
、
東
京
で
弁
護
士
と
し

て
働
い
て
お
り
ま
す
。
弁
護
士
と
い
い

ま
す
と
法
廷
で
活
躍
す
る
姿
を
思
い
浮

か
べ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
私

の
仕
事
の
大
部
分
は
い
わ
ゆ
る
予
防
法

務
と
か
戦
略
法
務
と
い
わ
れ
る
分
野
に

属
し
、
大
企
業
や
政
府
機
関
を
依
頼
者

と
し
て
、
将
来
紛
争
が
生
じ
な
い
よ
う

に
あ
ら
ゆ
る
法
的
問
題
の
可
能
性
を
分

析
し
て
事
前
に
そ
の
手
当
て
を
し
て
お

い
た
り
、
ま
た
依
頼
者
の
利
益
を
最
大

限
に
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
取
り

引
き
の
仕
組
み
を
考
え
て
そ
れ
を
実
現

さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、

ま
だ
法
律
が
存
在
し
な
い
分
野
や
前
例

の
な
い
仕
事
も
多
く
、
仕
事
の
内
容
も

短
い
周
期
で
変
わ
る
こ
と
や
、
ま
た
優

秀
な
依
頼
者
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
毎

日
が
学
ぶ
こ
と
の
連
続
で
す
。
ま
た
、

私
は
Ｍ
＆
Ａ
（
合
併
・
企
業
買
収
）、

独
占
禁
止
法
、通
商
法
の
仕
事
が
多
く
、

最
近
は
ア
メ
リ
カ
の
好
景
気
や
円
安
、

金
融
ビ
ッ
ク
バ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
規
制
緩
和
の
影
響
で
、
ア
メ
リ
カ
企

業
に
よ
る
日
本
企
業
の
買
収
が
以
前
に

も
ま
し
て
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大

規
模
な
企
業
買
収
で
は
、
異
な
る
法
律

分
野
を
専
門
に
し
て
い
る
数
名
の
弁
護

士
に
加
え
て
、
外
国
人
弁
護
士
、
公
認

会
計
士
、
税
理
士
、
労
働
や
年
金
の
専

門
家
等
10
人
以
上
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
多
く
の
ス

タ
ッ
フ
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
期
限
ま

で
に
買
収
を
完
結
す
る
た
め
に
寝
食
を

忘
れ
て
働
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
反
面
取
り
引
き
が
成
功
し
た
と
き
の

達
成
感
も
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
す
。 

た
の
で
は
な
い
か
と
懐
か
し
く
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
も
っ
と
も
最
近
は
、
東
京

で
萩
高
の
同
窓
生
と
集
ま
る
機
会
が
増

え
、
高
校
時
代
ほ
と
ん
ど
言
葉
を
交
わ

し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
友
人
達
と
萩
弁

で
語
り
合
い
な
が
ら
酒
を
飲
む
と
い
う

密
か
な
楽
し
み
も
で
き
た
の
で
す
が
。

市
づ
く
り
が
試
み
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
幸
い
地
元
に
は
山
口
大
学
と
い
う

立
派
な
研
究
機
関
が
あ
り
ま
す
し
、
萩

国
際
大
学
の
設
立
も
か
か
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、

向
学
心
の
あ
る
市
民
が
合
理
的
料
金
で

参
加
で
き
る
社
会
人
講
座
が
萩
国
際
大

学
に
で
き
れ
ば
、
新
た
な
情
報
基
地
と

し
て
の
機
能
を
よ
り
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
の
動
向

を
興
味
深
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　ズーム
　 アップ  

「そうせい公」とあだ名
された藩主　毛利敬親

  

国
際
弁
護
士
と
し
て
現
在
世
界
の
企
業
を
相
手
に
活
躍
し
て
お

ら
れ
る
渡
辺
泰
秀
さ
ん
に
「
萩
の
思
い
出
」
や
「
萩
へ
の
期
待
」

に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
際
弁
護
士

渡わ
た
な
べ

辺

泰や
す
ひ
で

秀

氏

私
の
近
況

　
〜
中
学
時
代
に
築
か
れ
た

　
　
　
今
、
頑
張
れ
る
体
力
の
源
〜

萩
の
思
い
出

　
サ
ー
ビ
ス
業
は
休
日
の
な
い
職
業
で

す
。
私
も
こ
の
職
業
に
就
い
て
か
ら

は
、
土
日
は
も
ち
ろ
ん
、
盆
暮
れ
の
休

み
も
あ
ま
り
取
れ
ず
、
学
生
時
代
に
も

し
た
こ
と
の
な
い
徹
夜
を
頻
繁
に
繰
り

返
す
生
活
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
に
な
っ
て
思
え
ば
、
こ
の
生
活
を
支

え
て
い
る
の
は
、
指
月
中
（
現
、
萩
西

中
）
時
代
に
３
年
間
テ
ニ
ス
部
で
走
り

回
る
こ
と
に
よ
り
築
か
れ
た
基
礎
体
力

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し

ま
す
。よ
き
恩
師
や
友
人
達
に
恵
ま
れ
、

無
心
で
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
た
あ

の
時
代
が
、
最
高
に
楽
し
い
時
代
だ
っ

　

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
江
戸
屋
横
町

（
呉
服
町
）
は
変
化
が
規
制
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
い
つ
帰
省
し
て
も
あ

ま
り
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
伝
統
的
な
街
並
み
や
静
寂
で
清
潔
な

環
境
を
残
し
つ
つ
経
済
的
発
展
を
遂
げ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
萩
は
よ
り
快
適

な
文
化
都
市
に
な
る
で
し
ょ
う
。
私
の

空
想
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
大

学
の
よ
う
な
研
究
機
関
を
核
と
し
て
研

究
・
開
発
型
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
る
経
済
の
活
性

化
も
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
あ
る

パ
ロ
ア
ル
ト
市
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
中
核
を
な
す
美

し
い
街
で
す
。）
は
そ
の
成
功
例
で
す

し
、
日
本
で
も
徳
島
県
で
同
様
の
都

萩
へ
の
期
待

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
昭
和
31
年
５
月
１
日
生
ま
れ
。
東
京

大
学
法
学
部
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学

院
卒
業
。
日
本
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
弁
護
士
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
（
ド
イ
ツ
）
の
大
手
法
律

事
務
所
で
勤
務
。
現
在
、
日
本
人
弁
護

士
62
名
、外
国
人
弁
護
士
７
名
、ス
タ
ッ

フ
含
め
総
勢
１
７
０
名
を
擁
す
る
日
本

最
大
の
法
律
事
務
所
で
あ
る
長
島
・
大

野
法
律
事
務
所
の
パ
ー
ト
ナ
ー
（
経
営

弁
護
士
）。

（
萩
高
27
期
卒
）

松
陰
は
こ
こ
ま
で
過
激
な
人
材
登
用
を
主
張
し
た

か
。
理
由
は
こ
の
建
言
の
な
か
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
松
陰
は
言
う
。
天
が
人
材
を
生
む
の
に
身
分
の
貴

賤
で
分
け
へ
だ
て
は
な
い
。
な
の
に
、
私
が
勉
学
の

少
年
た
ち
を
見
る
と
こ
ろ
、
そ
の
身
分
が
貴
け
れ
ば

い
う
共
通
認
識
が
最
も
行
き
渡
っ
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
高
杉
晋
作
の
奇
兵
隊
も
こ
こ
か
ら
生
ま
れ

て
き
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
（
元
毎
日
新
聞
編
集
委
員
・
北
村　
知
紀
）

←

（毛利博物館所蔵）



（６）

　
私
立
４
年
制
大
学
誘
致
実
現
市
民
会
議
（
以
下
、
市
民
会

議
）
が
、大
学
の
あ
る
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
萩
市
内
外
か
ら
１
６
９
作
品
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
萩
市
大
井

の
斉
藤
定
（
さ
い
と
う　

さ
だ
む
）
さ
ん
の
「
歴
史
の
町
か

ら
未
来
へ
発
信　
萩
国
際
大
学
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

優
秀
賞
に
は
萩
市
の
池

本
和
人
さ
ん
と
、
山
口

県
吉
敷
郡
小
郡
町
の
南

波
敏
子
さ
ん
に
決
ま
り

ま
し
た
。
３
月
23
日
に
、

萩
市
役
所
で
行
わ
れ
た

表
彰
式
で
、
市
民
会
議
代

表
委
員
の
山
縣
喜
一
萩

商
工
会
議
所
会
頭
か
ら

賞
状
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

斉
藤
定
さ
ん
が
受
賞

者
を
代
表
し
て
次
の
よ

う
な
あ
い
さ
つ
を
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
市
民
な
い
し
萩
市
に

関
わ
り
を
持
つ
多
く
の

人
は
、
萩
市
に
誇
り
を

も
っ
て
い
ま
す
。
狭
い
な

が
ら
も
人
情
豊
か
で
自

然
も
美
し
く
、
ま
た
明
治
維
新
胎
動
の
地
と
い
う
輝
か
し
い

歴
史
も
あ
り
ま
す
。
萩
市
に
欠
け
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
未
来
に
対
す
る
創
造
的
な
発
展
の
展
望
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
念
願
の
４
年
制
大
学
が
萩
に
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
大
学
開
校
に
と
も
な
う
経
済
的
効
果
に
つ
い
て

は
数
字
と
し
て
あ
る
程
度
予
測
が
で
き
ま
す
。
数
字
に
表
せ

な
い
も
の
と
し
て
、
萩
市
と
い
う
地
域
社
会
全
体
の
知
的
レ

ベ
ル
の
向
上
に
計
り
知
れ
な
い
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　
萩
国
際
大
学
が
誕
生
す
る
こ
と
で
市
民
を
取
り
巻
く
知
的

環
境
全
体
が
変
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
20
世
紀

を
生
き
て
き
た
私
た
ち
大
人
は
、
21
世
紀
を
創
造
し
て
い
く

次
の
世
代
の
た
め
に
少
し
で
も
良
い
教
育
的
環
境
を
準
備
す

る
こ
と
は
当
然
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。
と
う
い
う
訳
で
、
４

年
制
大
学
の
開
設
が
萩
市
民
の
将
来
に
対
し
て
明
る
い
展
望

を
も
た
ら
す
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
萩
国
際
大
学
が
21
世
紀
を
リ
ー
ド
す
る
文
化
の
発
信
基
地

と
し
て
、
さ
ら
に
萩
市
民
共
有
の
知
的
財
産
の
宝
庫
に
な
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
」。
私
た
ち
市
民
全
て
の
思
い
が
、
斉

藤
さ
ん
の
言
葉
に
表
れ
て
い
ま
す
。

　
歴
史
の
町
か
ら
未
来
へ
発
信　
萩
国
際
大
学

　
　
　
　
　
・
・
・
・
い
よ
い
よ
校
舎
建
設
に
着
手

　
来
春
の
開
学
を
目
指
す
萩
国
際
大
学
。大
学
の
あ
る
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
も
決
ま
り
、

４
月
５
日
に
は
大
学
校
舎
建
設
の
起
工
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
留
学
生
の
受
け

入
れ
体
制
（
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
の
準
備
も
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

□
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
決
定

　
萩
学
園
は
、
今
年
２
月
の
文
部
省
の
第
１
次
審
査
の
通
知

（
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
３
月
号
）
を
受
け
、
４
月
５
日
に
萩
国
際

大
学
の
校
舎
建
設
の
起
工
式
を
萩
市
小
畑
の
大
学
建
設
予
定

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
野
村
興
兒
萩
市
長
、
山
縣
喜
一
萩
商
工
会
議

□
い
よ
い
よ
校
舎
建
設
に
着
手

所
会
頭
、
山
口
県
総
務
部
長
な
ど
の
来
賓
も
多
数
出
席
し
、

権
堂
義
幸
萩
学
園
理
事
長
が
鍬
入
れ
式
を
行
い
ま
し
た
。
大

学
建
設
予
定
地
は
面
積
約
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
本
館
棟
や
研

究
棟
な
ど
15
棟
の
校
舎
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
萩
国
際
大
学
は
中
国
、
韓
国
な
ど
か
ら
の
留
学
生
を
多
数

受
け
入
れ
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
開
学
後
４
年
目
に
な
る
平

成
14
年
に
は
そ
の
数
は
２
０
０
人
近
く
に
な
る
見
込
み
で
す
。

こ
れ
ら
留
学
生
の
受
け
入
れ
体
制
も
市
民
の
間
で
着
々
と
進

め
ら
れ
て
お
り
、
４
月
23
日
に
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
留

学
生
里
親
制
度
）の
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
は
、
月
に
１
回
程
度
、
留
学
生
を
家
庭
に
招
き
、
話

し
相
手
と
な
っ
た
り
、
家
族
の
一
員
と
し
て
共
に
団
ら
ん
の

□
留
学
生
の
受
入
れ
体
制
も
着
々
と

一
時
を
過
ご
し

た
り
、
ま
た
、

一
緒
に
い
ろ
い

ろ
な
行
事
に
参

加
し
た
り
し
よ

う
と
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
地

方
都
市
と
し
て

は
全
国
的
に
も

非
常
に
珍
し
い

も
の
で
す
。

萩国際大学建設予定地（萩市小畑地区）

権堂理事長による鍬入れ式
ホストファミリーの会の発会式



（７）

　
萩
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
常
に
萩
を
気

づ
か
わ
れ
、
名
誉
市
民
と
し
て
萩
市
の

振
興
に
も
多
大
な
貢
献
を
頂
い
た
こ
と

か
ら
、
氏
の
生
前
の
功
績
を
た
た
え
る

た
め
、
５
月
13
日
に
萩
市
葬
を
執
り
行

う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
外
か
ら
も
多
数
の

方
々
が
参
列
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
13
日
（
水
）
午
後
２
時

（
受
付　
午
後
１
時
か
ら
）

と
こ
ろ　
萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

　
通
産
相
・
文
相
を
歴
任      

　

  

県
政
界
か
ら
も
哀
悼
の
声  

萩
市
名
誉
市
民　
田
中
龍
夫
元
国
務
大
臣 

ご
逝
去    

　

功
績
を
た
た
え
萩
市
葬
に 

昭和 12 年３月　東京帝国大学法学部政治学科卒
業
昭和 12 年４月　南満州鉄道株式会社入社
昭和 21 年５月　貴族院議員
昭和 22 年４月　山口県知事
昭和 28 年４月    衆議院議員
昭和 37 年８月　日本海外移住家族連合会会長就
任
昭和 42 年 11 月    総理府総務庁長官
昭和 51 年 12 月    通商産業大臣
昭和 53 年１月    国会議員在職 25 年表彰
昭和 55 年７月    文部大臣
昭和 59 年１月　日韓親善協会中央会会長
昭和 61 年４月　日仏国会議員連盟会長
　　　　　　　日伯国会議員連盟副会長
昭和 62 年８月    伊藤博文公顕彰会会長
　　　　　　　明治維新膨張殉難者顕彰会会長
平成２年４月    勲一等旭日大綬章受章
平成２年６月    萩市名誉市民推挙 
平成 10 年３月 30 日  心不全のため逝去（享年
87 歳） 

〔田中龍夫氏の略歴〕     

　
平
成
２
年
６
月
６
日
に
萩
市
名
誉
市

民
に
推
挙
さ
れ
た
田
中
龍
夫
元
国
務
大

臣
が
、
去
る
３
月
30
日
入
院
先
の
東
京

都
新
宿
区
の
病
院
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。（
享
年
87
歳
）

　
氏
は
郷
土
出
身
の
政
治
家
と
し
て
山

口
県
知
事
、
県
選
出
の
衆
議
院
議
員
を

歴
任
さ
れ
る
な
ど
山
口
県
政
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
、
ま
た
戦
後
の
わ
が
国
の
政

界
の
重
鎮
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
萩
市
民
は
等
し
く
郷
土
の

誇
り
と
し
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
度
の

氏
の
ご
逝
去
は
深
く
惜
し
ま
れ
ま
す
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

田
中
龍
夫
氏
の
功
績

　
氏
は
、
郷
土
出
身
の
元
総
理
大
臣
故

田
中
義
一
氏
の
長
男
と
し
て
萩
市
大
字

平
安
古
町
に
出
生
。
東
京
帝
国
大
学

法
学
部
政
治
学
科
を
卒
業
後
、
昭
和
21

年
貴
族
院
議
員
に
当
選
、
翌
22
年
に
は

公
選
に
よ
る
初
代
山
口
県
知
事
に
当
選

し
、
６
年
間
、
戦
後
の
県
経
済
の
復
興

に
尽
力
し
、
県
政
発
展
に
貢
献
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
28
年
に
衆
議
院
議
員

に
初
当
選
、
以
後
当
選
す
る
こ
と
連
続

13
期
に
及
び
、
平
成
２
年
に
勇
退
す
る

ま
で
実
に
38
年
の
永
き
に
わ
た
り
国
政

に
参
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
通
商
産
業
大
臣
、
文
部
大

臣
等
国
政
の
要
職
を
歴
任
す
る
と
と
も

に
、
日
韓
親
善
協
会
中
央
会
会
長
等
を

務
め
る
な
ど
、
国
際
交
流
、
親
善
に
も

多
大
な
足
跡
を
残
し
、
平
成
２
年
４
月

に
は
勲
一
等
旭
日
大
綬
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　
国
政
を
担
い
、
我
が
国
の
発
展
に
寄

与
し
た
幾
多
の
功
績
と
と
も
に
、
氏
の

卓
越
し
た
識
見
、
人
格
に
対
し
、
市
民

は
郷
土
の
誇
り
と
し
て
ひ
と
し
く
敬
迎

す
る
も
の
で
、
平
成
２
年
６
月
萩
市
名

誉
市
民
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
か
ら
１
４
４
年
前
、
松
陰
先
生
は

ペ
リ
ー
艦
隊
に
密
航
を
図
ろ
う
と
し
て

失
敗
。
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
静
岡
県
下

田
市
で
、
５
月
16
日
（
土
）
か
ら
18
日

（
月
）
の
３
日
間
、「
黒
船
祭
」
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
第
59
回
黒
船
祭
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド

◯
16
日
（
土
）
海
上
花
火
大
会
（
下
田

湾
内
）

◯
17
日
（
日
）
記
念
パ
レ
ー
ド
・
黒
船

道
中
（
市
内
目
抜
き
通
り
）、
日
米
和

親
条
約
・
下
田
条
約
調
印
式
再
現
（
市

内
了
仙
寺
）、
98
下
田
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ　

Ｆ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
（
市
民
文
化
会
館
）

ほ
か

問
い
合
わ
せ　

下
田
市
観
光
産
業
課

（
０
５
５
８・２
２・２
２
１
１
）
へ

第
59
回　

黒
船
祭

姉
妹
都
市　
下
田
の
大
イ
ベ
ン
ト

　
昨
年
10
月
、
萩
市
消
防
団
新
川
分
団
の
消
防
車
を
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
無
償
譲

渡
し
た
萩
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
１
９
９
７
年
11
月
発
行
の
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
18
号
で
紹
介
）
と
萩
市
に
、
こ
の
ほ
ど
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
第
４
８
２
０
地
区

（
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
州
単
位
）
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
記
念
プ
レ
ー
ト

が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ン
市
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
、
萩

東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
皮
の
タ
ペ
ス
ト
リ
が
届
き
ま
し
た
。

　
こ
の
消
防
自
動
車
は
、
新
川
分
団
で
使
用
し
て
い
た
も
の
を
、
萩
東
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
が
整
備
し
て
、
寄
贈
す
る
こ
と
を
世
界
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

伝
え
た
と
こ
ろ
10
数
か
国
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
コ
ロ

ン
市
に
送
っ
た
も
の
で
す
。

　
４
月
６
日
に
、
コ
ロ
ン
市
で
発
生
し
た
火
災
に
出
動
し
、
消
火
活
動
に
活
躍

　

萩
市
消
防
団
・
新
川
分
団
の
消
防
車
が

　
　
　
　
　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
消
火
活
動
に
出
動

を
し
ま
し
た
。消
防
自
動
車
に
は「
萩

市
消
防
団
新
川
分
団
」
の
名
前
が
そ

の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、
地
球
の
裏
側

で
萩
の
Ｐ
Ｒ
の
絶
好
の
機
会
と
も
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
話
を
聞
い
た
萩
東
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、「
地
方
都
市
か

ら
も
国
際
貢
献
が
で
き
た
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
今

後
も
自
分
た
ち
の
で
き
る
範
囲
で
国

際
交
流
を
す
す
め
て
い
き
た
い
で
す

ね
。」
と
、
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。元新川分団の消防車の前で



　
「
維
新
の
里  
萩
」
の
南
の
玄
関
口
に
あ
る
萩
駅

は
、大
正
14
年
（
１
９
２
５
）
に
、美
祢
線
（
当
時
）

長
門
三
隅
・
萩
駅
間
の
開
通
に
合
わ
せ
て
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
以
後
、
駅
舎
は
何
回
か
の
改
修
工
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
建
設
当
時
の
姿
を
よ
く

残
し
て
お
り
、
平
成
８
年
12
月
20
日
に
は
、
文
化

庁
の
登
録
文
化
財
にt

登
録
さ
れ
ま
し
た
。  

　

老
朽
化
が
激
し
く
、
無
人
駅
と
な
っ
て
い
た
も

の
を
、
譲
り
受
け
た
の
を
機
に
、
建
築
当
時
の
姿

に
復
元
し
、
萩
の
美
し
い
自
然
や
歴
史
を
紹
介
す

る
展
示
館
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
前
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
萩
駅
の
資
料

萩駅駅舎が建築当時の姿に改装

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
に
は
、
井
上
勝
と
萩
駅
に
関
す
る
特
別
展
も

開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
萩
市
自
然
と
歴
史
の
展
示
館
」
の
開
館
時
間
は
、

「萩市自然と歴史の展示館」の外観

展 示 室 の 様 子

景
や
、
萩
市

出
身
で
「
鉄

道
の
父
」
と

い
わ
れ
る「
井

上
勝
」
の
資

料
な
ど
を
、

パ
ネ
ル
写
真

や
ビ
デ
オ
な

ど
で
わ
か
り

や
す
く
紹
介

す
る
コ
ー

ナ
ー
が
設
置

萩市自然と歴史の展示館　オープン !!

　

４
月
に
、
萩
の
南
の
玄
関
口
に
新

し
い
観
光
名
所
が
で
き
ま
し
た
。

　

旧
萩
駅
舎
を
西
日
本
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
か
ら
無
償
譲
渡
を
受
け
、
萩

市
が
平
成
８
年
度
か
ら
改
修
工
事
を

進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
４

月
17
日
に
「
萩
市
自
然
と
歴
史
の
展

示
館
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

若き日の井上勝

午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

で
、
入
場
は
無

料
と
な
っ
て
い

ま
す
。
５
時
以

降
も
館
内
の
明
か
り
を
点
け
て
い
る
た
め
、
夜
の

萩
駅
も
、
広
い
窓
か
ら
延
び
る
柔
ら
か
い
ダ
ウ
ン

ラ
イ
ト
と
、
大
正
ロ
マ
ン
漂
う
建
物
が
織
り
な
す

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
展
示
館
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
も
、
こ
の
改

修
に
合
わ
せ
て
「
萩
市
自
然
と
観
光
の
広
場
」
と

し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
展
示
館
前
の
花

壇
の
石
は
、
井
上
勝
と
ゆ
か
り
の
深
い
東
京
の
旧

新
橋
停
車
場
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
敷
石
を
利
用
し

て
お
り
、
話
題
の
一
つ
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
隣
に
は
萩
市
観
光
協
会
が
入
っ
た
、
萩

市
観
光
「
自
然
と
歴
史
」
情
報
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

萩
の
観
光
情
報
は
全
て
こ
こ
で
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

関
が
原
の
戦
い
で
敗
れ
た
毛
利
氏
が
、
三
角
州

で
あ
る
萩
の
地
に
城
を
築
き
、
町
に
出
入
り
す
る

　

平
成
２
年
度
か
ら
、
萩
市
霧
口

で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
萩

ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
（
健
康
運
動

公
園
）
は
、
川
と
緑
に
囲
ま
れ
た

美
し
い
自
然
環
境
の
中
に
位
置
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
公
園
は
、
世
代
を
超
え
て
、

誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
手
軽
な

健
康
運
動
が
行
え
る
と
と
も
に
、

萩
地
域
の
住
民
の
出
会
い
や
語
ら

い
等
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
拠
点
と
し
て
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
に

は
、
野
球
場
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
体
育

館
、多
目
的
広
場
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
が
整
備

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
６
月
に
完
成
す
る
、

主
要
施
設
で
あ
る
野
球
場
の
名
称

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
（
１
９
９
８

年
３
月
発
行
の
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

20
号
）、
２
３
９
件
も
の
応
募
が
あ

り
、
審
査
の
結
果
、「
萩
ス
タ
ジ
ア

ム
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
萩
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
観
客

１
万
５
０
０
０
人
を
収
容
、
グ
ラ

ン
ド
は
両
翼
が
１
０
０ 

メ
ー
ト

ル
、セ
ン
タ
ー
方
向
が
１
２
２
メ
ー

ト
ル
、
ナ
イ
タ
ー
設
備
を
備
え
た
、

県
内
日
本
海
沿
岸
地
域
で
は
、
唯

一
の
公
式
試
合
が
可
能
な
野
球
場

と
な
り
ま
す
。

　

６
月
14
日
（
日
）
に
オ
ー
プ
ン

（８）

す
る
予
定
で
、
当
日
完
工
式
が
行

わ
れ
、
引
き
続
き
、
萩
高
校
、
萩

商
業
高
校
、
萩
工
業
高
校
に
よ
る

「
平
成
10
年
度
萩
市
長
杯
争
奪
市
内

３
高
校
硬
式
野
球
大
会
」
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
「
第
80
回
全
国

高
等
学
校
野
球
選
手
権
記
念
大
会

山
口
大
会
」
の
総
合
開
会
式
、
そ

し
て
地
区
予
選
、
県
決
勝
大
会
が
、

こ
の
「
萩
ス
タ
ジ
ア
ム
」
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
、
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス

パ
ー
ク
で
新
た
な
歴
史
が
は
じ
ま

り
ま
す
。
完
成
後
は
、
皆
さ
ん
か

ら
親
し
ま
れ
る
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス

パ
ー
ク
に
な
る
こ
と
が
、
期
待
さ

れ
ま
す
。

６月 14 日「萩スタジアム」誕生 !!

竣工式を目指し、最後の整備に入った「萩スタジアム」

←

←

←



萩
駅
舎
の
特
徴
の
１
つ
が
、
白
壁
と
縦
長
の
大
き

な
窓
が
特
徴
の
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
（
壁
面
に
柱

や
梁
が
露
出
す
る
構
造
）
で
す
。
窓
も
、
上
下
に

開
閉
す
る
形
の
も
の
で
、
今
回
の
改
装
で
も
、
そ

の
美
し
い
外
観
が
見
事
に
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
30
年
頃
ま
で
あ
っ
た
、
ド
ー
マ
ー
窓
（
洋

風
民
家
の
屋
根
に
見
ら
れ
る
小
窓
：
写
真
参
照
）

萩市自然と歴史の展示館・自然と観光の広場

調
査
を
皆
さ
ん
に
呼

び
か
け
ま
し
た
が
、

そ
の
際
に
出
て
き
た

古
い
写
真
な
ど
に
よ

り
、
当
時
の
萩
駅
舎

の
姿
を
再
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
正
期
の
洋
館
駅

の
傑
作
と
も
い
え
る

ドーマ窓

も
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

建
物
内
部
の
間
取
り

も
当
時
の
も
の
に
で

き
る
だ
け
近
づ
け
て

い
ま
す
。

　

建
物
の
前
に
あ
る

電
話
ボ
ッ
ク
ス
も
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
大

正
末
期
か
ら
昭
和
初

期
ま
で
建
て
ら
れ
て

い
た
、
日
本
で
は
２

番
目
に
古
い
型
式
の

電
話
ボ
ッ
ク
ス
が
写

真
を
元
に
再
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
型

式
の
電
話
ボ
ッ
ク
ス

と
し
て
は
日
本
で
唯

一
の
も
の
で
す
。

　

展
示
館
の
中
に
は
、

萩
の
四
季
折
々
の
風

〜大正ロマン薫る風景〜　　萩の新しい観光名所が誕生

◆
萩
市
自
然
と
歴
史
の
展
示
館

と
こ
ろ　
萩
市
椿
（
旧
萩
駅
舎
）

開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
年
末
年
始

以
外
は
無
休
）

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
１
）
へ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
、
た
だ
一
か
所
の
橋

で
あ
っ
た
の
が
橋
本
橋
で
す
。
そ
の
橋
か
ら
真
っ

直
ぐ
南
に
延
び
て
い
る
道
、
そ
の
端
に
萩
駅
は
あ

り
ま
す
。
そ
の
昔
毛
利
藩
主
や
維
新
の
志
士
も
通
っ

た
御
成
道
「
萩
往
還
」
の
側
に
建
つ
萩
駅
。「
歴
史

の
町　

萩
」
の
入
り
口
に
た
た
ず
む
萩
駅
で
、
ま

ず
一
息
つ
い
た
後
、
萩
の
城
下
町
に
繰
り
出
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（９）

　

以
前
か
ら
こ
の
萩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
ご
紹

介
し
て
き
ま
し
た
、
青

森
県
の
「
み
ち
の
く
松

陰
道
」
が
昨
年
12
月
に

完
成
し
、
全
て
の
整
備

が
終
わ
る
５
月
31
日
、

い
よ
い
よ
完
成
式
典
を

迎
え
ま
す
。

　

幕
末
の
嘉
永
４
年

（
１
８
５
１
）、
吉
田
松

陰
先
生
が
当
時
日
本
周

辺
に
出
没
し
て
い
た
ロ

シ
ア
の
船
を
自
ら
の
目

で
確
認
し
よ
う
と
江
戸

か
ら
「
東
北
遊
学
」
に

出
発
、
翌
嘉
永
５
年

（
１
８
５
２
）
に
は
津

軽
半
島
ま
で
足
を
延
ば

松
陰
先
生
生
誕
の
地
で
あ
る
萩
市
か
ら

も
、野
村
興
兒
萩
市
長
が
来
賓
と
し
て
、

小
泊
村
で
の
完
成
式
典
に
出
席
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
完
成
式
典
の

様
子
は
、
次
号
の
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

報
告
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
州
の
両
端
で
あ
る
青
森
県
と
山
口

県
。
遠
く
離
れ
た
こ
の
両
県
を
つ
な
ぐ

松
陰
先
生
の
存
在
は
、
今
更
な
が
ら
大

き
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
青
森
を
訪
れ
る
際
に
は
、
こ
の
「
み

ち
の
く
松
陰
道
」
を
一
度
た
ど
っ
て
み

て
、
松
陰
先
生
の
面
影
を
追
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
み
ち
の
く
松
陰
道
完
成
式
典

と　
き　
５
月
31
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
10
時
20
分

と
こ
ろ　
青
森
県
北
津
軽
群
小
泊
村
傾

刈
石

主　
催　
青
森
県
歴
史
の
道
整
備
促
進

協
議
会

し
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
飛
耳
長
目
」、

耳
を
飛
ば
し
て
目
を
長
く
し
ろ
、
つ
ま

り
情
報
収
集
の
重
要
性
を
唱
え
た
松
陰

先
生
な
ら
で
は
の
行
動
と
い
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
東
北
遊
学

で
は
、
松
陰
先
生
は
東
北
の
各
地
に
確

実
な
足
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
が
、
青
森
県
「
小こ
ど
ま
り泊

村
」
と
「
三み
ん
ま
や厩

村
」
間
の
津
軽
半
島
を
横
断
す
る
「
み

ち
の
く
松
陰
道
」
で
す
。

　
こ
の
松
陰
先
生
が
歩
い
た
「
み
ち
の

く
松
陰
道
」
を
、
遊
歩
道
及
び
歴
史
の

道
と
し
て
整
備
・
復
元
し
よ
う
と
、
青

森
県
や
国
道
事
務
所
の
手
で
工
事
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
全

線
で
開
通
し
、
記
念
の
完
成
式
典
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、青
森
県
知
事
等
と
と
も
に
、

　みちのく松陰道
　　　いよいよ全線完成！

←



（10）

　

平
成
10
年
度
大
阪
指
月
会
総
会

は
、４
月
19
日
大
阪
弥
生
会
館
に
て
、

出
席
者
総
数
１
０
４
名
で
正
午
よ
り

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
市
川
進
会
長
、
田
中
美

津
子
副
会
長
の
勇
退
が
発
表
さ
れ
、

両
氏
に
花
束
の
贈
呈
の
後
、
新
会
長

に
萩
高
３
期
卒
の
伊
藤
豊
章
氏
（
Ｎ

Ｔ
Ｎ
（
株
）
旧
東
洋
ベ
ア
リ
ン
グ
社

長
）
が
、
出
席
者
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
萩
、
広
島
、
名
古
屋
、
東
京
等
か

ら
も
、
来
賓
が
御
出
席
に
な
り
、
河

村
建
夫
代
議
士
、
野
村
興
兒
萩
市

長
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読

さ
れ
、
萩
高
・
松
木
嗣
夫
元
校
長
の

乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
に
入
り
ま
し

た
。

　
出
席
者
の
皆
さ
ん
は
、
和
や
か
に

久
し
振
り
の
再
会
で
、
一
期
一
会
を

大
い
に
楽
し
み
、
恒
例
の
抽
選
会

や
絵
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
も
行
っ
て
、

３
時
過
ぎ
盛
会
裡
に
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

大
阪
指
月
会
副
会
長
兼
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
光
夫

大
阪
指
月
会
総
会
今
年
も
盛
会
に
開
催

東
京
都
杉
並
区
高
円
寺
・
Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
円
寺
南

口
駅
前
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３・３
３
１
４・６
１
２
８
）

営
業
時
間　
19
：
00
〜
２
：
00
（
日
・
祝
は
休
）

私
の
お
店

　
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
７
号
（
１
９
９
６
年
１

月
発
行
）
で
紹
介
し
た
叶か
の
う　

純
子
さ
ん
（
萩
高

卒
）
の
お
店
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ブ
・
ス
タ
ー

ラ
イ
ト
」
が
４
月
30
日
高
円
寺
南
口
駅
前
に

オ
ー
プ
ン
。

　
「
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
」
は
、
叶
さ
ん
が
歌
手
人

生
15
周
年
を
迎
え
、
更
な
る
飛
躍
を
と
思
い
皆

さ
ん
と
の
触
れ
合
い
の
場
と
し
て
開
店
し
ま
し

た
。
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
是
非
お
寄
り
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

料　
金　
１
時
間
１
人
７
０
０
０
円
の
時
間
制

で
、
飲
み
放
題
、
歌
い
放
題
。

◆
叶　
純
子

　
山
口
県
の
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
の
仲
間
と
歌
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
、
作
曲
家
・
鈴
木
淳
氏
に
ス

カ
ウ
ト
さ
れ
上
京
後
、
全
日
本
演
歌
選
手
権
で

勝
ち
抜
き
、
芸
能
界
デ
ビ
ュ
ー
。
昨
年
６
月
に

新
曲
「
お
ま
え
さ
ん
」「
く
ち
べ
に
苑
歌
」
を

リ
リ
ー
ス
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ブ
・
ス
タ
ー
ラ
イ
ト

高円寺駅

J R 中 央 線
至吉祥寺 至新宿

南 口
噴　水

さくら
銀　行

スターライト３Ｆ

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
大
募
集
！

　
萩
の
真
夏
を
彩
る
イ
ベ
ン
ト
「
萩
夏
ま
つ
り
」
が
、
今
年
も
例
年
ど
お
り
、
８

月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
１
日
の
花
火
大
会
、
２
日
の
市
民
総
踊

り
「
よ
い
し
ょ
こ
し
ょ
」、
３
日
の
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
「
お
船
謡
」

な
ど
、
毎
年
多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
今
年
の
夏
ま
つ
り
も
、
き
っ
と
、
あ
な
た
の
夏
の
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
を
飾
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
萩
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、
今
年
の
「
萩
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
さ
と
萩
の
、
最
も
熱
い
夜
に
マ
ッ

チ
し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
要
項

　
萩
夏
ま
つ
り
の
イ
メ
ー
ジ
に
あ
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
す
。

◯
予
感
・
き
っ
と
・
・
・
こ
の
夏
は
！
（
平
成
９
年
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

◯
ど
き
っ
!!
会
え
る
と
い
い
ね
萩
の
夏
（
平
成
８
年
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

※
優
秀
作
品
１
点
を
選
び
、
チ
ラ
シ
等
に
使
用
し
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

主　
催　
萩
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　
６
月
15
日
ま
で
に
は
が
き
に
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
（
２

点
以
上
の
連
記
可
）、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
明
記
の
上
、〒
７
５
８
ー

０
０
４
１　

萩
市
江
向
４
７
５
番
地　

萩
商
工
会
議
所
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
０
８
３
８・２
５・３
３
３
３
）
へ

萩
夏
ま
つ
り

　萩地区における産業ソフトの開発を行いその
事業化を目指すことを目的とし、昨年８月から
非営利団体の異業種協同組合として活動。山口
県内初の中小企業協同組合。
　「はぎしま」は鎖国時代に海外との窓口だっ
た長崎の「出島」をもじったものです。
代表理事　藤田洪太郎（萩ガラス工房代表取締
役）０８３８・２６・２５５５

ふるさと萩に新しい風を
−協同組合が次々に設立−

　ふるさと萩では、自分たちの手で「萩
地域の産業の活性化」を図ろうと、協同
組合が設立されるなど、新しい風が吹い
ています。

　このほかにも、萩地域の振興を図ろうとす
る取り組みがあり、萩の新しい時代に向けた
動きがあります。ふるさと萩も大きく変わろ
うとしています。

◆はぎしまソフト開発協同組合

◆萩焼・小売商協同組合

◆有限会社おにようず萩
　見島の島民自らが出資して社員として参画す
る「マイカンパニー」で、見島の農産物・海産
物を活かした離島ビジネス。４月には、特産品
販売「ショップみしま」もできました。

「ショップみしま」０８３８・２３・３０００

　萩市の代表的文化産業である萩焼の発注情報
の受け皿の窓口と、大口受注にも対応できる体
制を整え、組合員の経営体質の強化、安定を図
るため、４月２１日に設立。
代　表　藤井末一（萩焼・陶雅苑）０８３８・
２２・２４２５

ち
ょ
っ
と
酔
っ
て
み
た
い
店



　

今
年
は
、
明
治
維
新
か
ら

１
３
０
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま

す
。
幕
末
が
ど
の
よ
う
な
時
代
で

あ
っ
た
か
、
残
念
な
が
ら
私
た
ち

に
は
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
、
そ

の
時
代
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

る
ゲ
ー
ム
が
発
売
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
が
、「
維
新
の
嵐　
幕
末
志
士
伝
」

で
す
。

　

こ
の
ゲ
ー
ム
は
、
土
佐
の
風
雲

児
「
坂
本
龍
馬
」
か
、
新
撰
組
の

「
土
方
歳
三
」の
ど
ち
ら
か
を
選
び
、

ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
他
藩
の
志
士
や
要
人
を
説

得
し
た
り
、
ま
た
時
に
は
意
見
の

相
違
か
ら
戦
い
と
い
う
手
段
を
と

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

出
会
う
人
物
の
中
に
は
、
吉
田

松
陰
や
高
杉
晋
作
、
木
戸
孝
允
と

い
っ
た
、
長
州
藩
の
志
士
た
ち
も

い
ま
す
。

　

幕
末
期
、
情
報
戦
を
制
す
る
こ

と
が
、
全
て
の
陣
営
で
最
優
先
課

題
と
も
い
え
ま
し
た
。
こ
の
ゲ
ー

ム
で
も
「
情
報
」
と
い
う
も
の
が

重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
い
か
に
し

て
早
く
、
そ
し
て
正
確
な
情
報
を

入
手
で
き
る
か
が
、
展
開
を
有
利

に
進
め
て
い
く
た
め
の
鍵
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

思
想
と
思
想
の
ぶ
つ
か
り
合
い

で
あ
っ
た
時
代
を
反
映
し
て
、
時

流
を
引
き
寄
せ
る
た
め
に
は
、
入

手
し
た
情
報
を
武
器
に
し
て
、
思

想
の
異
な
る
相
手
を
転
向
さ
せ
る

た
め
の
「
説
得
」
に
よ
る
駆
け
引

き
を
行
い
ま
す
。
手
に
汗
握
る
こ

の
「
説
得
」
は
、
実
際
に
幕
末
の

そ
の
場
面
に
い
る
よ
う
な
、
そ
ん

な
緊
張
感
を
与
え
て
く
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
「
池
田
屋
事
変
」
の

よ
う
な
戦
い
も
、
幕
末
の
魅
力
の

１
つ
で
す
。
道
場
で
の
１
対
１
の

ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
り
、

自
分
だ
け
の
幕
末
史
を
作
り
上
げ

る
こ
と
で
す
。
日
本
全
国
を
歩
き
、

様
々
な
人
物
と
巡
り
会
い
、
議
論

を
交
わ
し
合
い
、
時
に
戦
い
、
そ

し
て
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
手
に
よ
る
明

治
維
新
を
達
成
し
た
と
き
、
晋
作

や
孝
允
が
歩
い
た
時
代
を
少
し
で

も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
あ
な
た
も
自
分
だ
け
の
「
幕
末
」

を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
も
幕
末
の
日
本
を
体
験
し
ま
せ
ん
か

パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー
ム
「
維
新
の
嵐　

幕
末
志
士
伝
」

戦
い
か
ら
、
大
規
模
な
集

団
戦
ま
で
、
戦
闘
の
醍
醐

味
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
実
際
に

活
躍
し
た
人
物
の
半
生
を

疑
似
体
験
す
る
こ
と
も
、

幕
末
と
い
う
時
代
を
知
る

上
で
も
充
分
魅
力
あ
る
こ

と
で
す
が
、
お
勧
め
な
の

が
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
オ
リ

ゲームの一画面

◆
パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー
ム

　
「
維
新
の
嵐　
幕
末
志
士
伝
」

動
作
環
境　
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ

95
専
用
（
そ
の
他
、
詳
細
に
つ

い
て
は
ご
購
入
の
際
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
）

発
売
日　
５
月
１
日

価　
格　
９
８
０
０
円

指
月
の
桜
が
、
電
波
に
乗
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

全
国
に
咲
き
乱
れ
る
！

　

今
年
も
萩
城
跡
に
あ
る
指
月
公

園
の
６
０
０
本
の
桜
は
、
見
事
な

姿
を　

私
た
ち
に
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
美
し
い
桜
を
一
目
見

よ
う
と
、
連
日
、
指
月
公
園
は
花

見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
萩
市
民
の
自
慢
の
一
つ

で
あ
る
指
月
の
桜
が
、
３
月
30
日

に
テ
レ
ビ
朝
日
系
の
ニ
ュ
ー
ス
番

組
、「
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

で
全
国
に
生
中
継
で
放
送
さ
れ
ま

し
た
。「
夜
の
さ
く
ら
旅
」
と
い
う

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
コ
ー
ナ
ー
の
、

名
誉
あ
る
第
１
回
目
の
取
材
地
と

し
て
で
す
。
番
組
は
、
元
朝
日
新

聞
論
説
委
員
の
轡
く
つ
わ
田だ

隆た
か
史ふ
み
さ
ん
が
、

全
国
各
地
の
桜
の
名
所
を
訪
れ
て
、

夜
桜
の
下
で
そ
の
地
に
ま
つ
わ
る

テ
レ
ビ
で
指
月
公
園
の
桜
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た

話
や
世
情
を
述
べ
、

ま
た
最
後
の
締
め
で

自
作
の
歌
を
詠
む
と

い
う
よ
う
な
風
情
あ

る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
指
月
公
園

の
桜
も
い
つ
も
に
も

増
し
て
華
や
か
に
咲

き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

夜
に
な
り
、
ラ
イ
ト

に
照
ら
さ
れ
て
闇
夜

に
ぼ
ん
や
り
と
白
く
浮
か
ぶ
桜
の

姿
を
テ
レ
ビ
越
し
に
見
る
と
、
見

慣
れ
て
い
る
は
ず
の
指
月
の
桜
も
、

な
ぜ
か
神
秘
的
な
雰
囲
気
さ
え
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
普
段
見
る
こ
と

の
出
来
な
い
角
度
か
ら
の
桜
の
映

像
な
ど
も
あ
り
、
私
た
ち
市
民
も

魅
力
を
再
発
見
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
き
っ
と
中
継
を
見
た
全
国
の

人
も
、「
美
し
い
」
と
い
う
共
感
を

覚
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

来
年
の
春
に
指
月
公
園
に
桜
狩

り
に
く
る
人
が
増
え
る
の
で
は
、

そ
ん
な
期
待
を
し
な
が
ら
、
来
年

の
桜
の
シ
ー
ズ
ン
を
、
ま
た
今
か

ら
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

（11）



を
迎
え
ま
し
た
。

　
過
去
２
回
は
２
日
間
の
日
程
で
し
た
が
、
今
回
は
萩
か
ら
環
境
問
題
を
考
え
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
地
球
環
境
を
考
え
る
ア
ー
ス
・
ウ
ィ
ー
ク
に
連
動
し
て
、
４

月
18
日
（
土
）
〜
26
日
（
日
）
ま
で
の
９
日
間
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
開
催
中
は
、
江
戸
時
代
の
装
束
に
身
を
包
ん
で
の
道
中
行
列
や
、
幕

末
時
代
を
熱
く
語
り
あ
う
「
幕
末
談
義
」、
映
画
上
映
や
鼓
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
い
っ

た
様
々
な
催
し
物
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
幕
末
維
新
の
雰
囲
気
そ
の
ま
ま
の
城
下
町
を
侍
や
浪
人
が
歩
く
風
景
は
、
江
戸

時
代
の
ま
ち
に
突
然
迷
い
込
ん
だ
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
知
ら

ず
に
観
光
に
訪
れ
た
人
な
ど
は
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子
で
し
た
が
、
中
に
は
腰
の

刀
に
手
を
や
っ
た
侍
と
嬉
し
そ
う
に
記

念
撮
影
を
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
中
に
は
、
自
分
が
江
戸
時

代
の
人
物
に
な
り
き
っ
て
萩
の
町
を
歩

く
こ
と
で
、
萩
の
魅
力
が
再
発
見
で
き

た
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
萩
の
ま
ち
は
江
戸
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
、
そ
ん

な
不
思
議
な
空
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

江

戸

に

遊

ぶ

イ
ベ
ン
ト
・
プ
レ
イ
バ
ッ
ク

松
陰
・
晋
作
が
、
今
、
萩
の
地
に

　
「
江
戸
に
遊
ぶ
」
は
、
江
戸
時
代
の

城
下
町
の
風
情
を
そ
の
ま
ま
残
す
萩
を

舞
台
に
、
当
時
を
忍
ば
せ
る
扮
装
、
例

え
ば
晋
作
や
松
陰
な
ど
自
分
の
好
き
な

人
物
に
な
り
き
っ
て
ま
ち
を
散
策
す
る

こ
と
で
、
文
化
の
見
直
し
や
萩
の
あ
る

べ
き
姿
を
考
え
て
い
こ
う
と
、
萩
市
の

市
民
グ
ル
ー
プ
、「
江
戸
に
遊
ぶ
会
」

が
始
め
た
も
の
で
、
今
年
で
第
３
回
目

（12）

　

戊
辰
戦
争
で
お
互
い
の
正
義
の

た
め
合
ま
み
え
た
長
州
藩
と
会
津

藩
。
４
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で
、

会
津
若
松
市
で
「
萩
・
山
口
県
観

光
物
産
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
物
産
展
は
、
萩
商
工
会
議
所

を
中
心
と
し
た
萩
の
経
済
団
体
が

主
催
し
、
会
津
山
口
萩
経
済
交
友

会
が
後
援
と
な
り
、
両
市
の
友
好

交
流
を
促
進
し
よ
う
と
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。
会
津
若
松
市
で
萩

の
物
産
展
が
開
催
さ
れ
た
の
は

１
９
８
９
年
以
来
９
年
振
り
２
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
物
産
展
に
は
、
萩
市
を
中
心
に
山
口

県
内
の
21
業
者
が
出
店
、
夏
み
か
ん
や

海
産
物
、
萩
焼
、
萩
ガ
ラ
ス
な
ど
が
展

示
即
売
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
津
若

松
市
か
ら
は
会
津
漆
器
な
ど
も
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
は
連
日
多
く
の
人
が

訪
れ
、
開
催
目
的
の
友
好
交
流
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

萩
焼
や
海
産
物
が
大
人
気

　
　
　

会
津
若
松
市
で
「
萩
・
山
口
県
観
光
物
産
展
」
を
開
催

〜 萩 に 関 す る 〜
書 籍 紹 介

● 「歴史と旅」５月号　長州幕末紀行特集　秋田書房発行
　約１６０ページにわたり長州幕末紀行を特集。明治維新
にゆかりのある山口県内各地を紹介している。維新胎動の
地・萩のほか奇兵隊の本営がおかれた下関市吉田などが紹
介されている。
価　格　１３００円（税別）
● 「幕末維新解体新書」　原稿執筆・香原彩織、曽我部悦承、
箕輪和仁　（株）光栄
　外国人は敵か？幕府は必要か？幕末から維新にかけての
時代の流れをわかりやすく解説。日本のために奔走した若
き志士たちもイラストで蘇る。また、難解な思想や用語が
すぐに調べられる幕末用語集、幕末関連博物館リストなど、
幕末にハマるために必ず役立つ＆楽しめる一冊。
価　格　１３００円（税別）
● 「県史・山口県の歴史」　編者・小川国治　（株）山川出版
社
　ロマンに満ちた郷土の歴史を紹介。萩の沖合日本海に浮
かぶ見島の鬼ようず、そして萩市の歴史についても紹介さ
れている。
価　格　１９００円（税別）
● 「萩市郷土博物館研究報告第８号」萩市郷土博物館発行
　幕末期萩藩におけるパン製造の「幕末パン」の復元、吉
見正頼銘文琵琶の史料紹介、金谷天満宮祭礼の分析などが
紹介されている。
価　格　１２００円
申し込み　萩市郷土博物館（０８３８・２５・６４４７）
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女
性
初
の
萩
焼
作
家

　
　
　
　
　
　
　
　
「
中
村
絵
理
子
追
悼
展
」
が
開
催　

　
女
性
初
の
萩
焼
作
家
で
、
昨
年
４
月
に
亡
く
な
っ
た
中

村
絵
理
子
さ
ん
の
「
追
悼
展
」
が
、
４
月
17
日
か
ら
３
日

間
、
萩
市
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
展
示
さ
れ
た
の
は
、

花
器
や
壺
の
ほ
か
ワ
イ
ン
カ
ッ
プ
や
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
な

ど
約
１
０
０
点
で
、
萩
焼
の
伝
統
に
捕
ら
わ
れ
な
い
オ
ブ

ジ
ェ
の
よ
う
な
個
性
的
な
作
品
も
多
く
、
貴
重
な
才
能
が

偲
ば
れ
ま
す
。

◆
モ
ダ
ン
で
絵
画
的
な
セ
ン
ス
が
抜
群

菓子器（花唐草、尾瀬の思い出、
暮れゆく秋、三角の遊び、月）

　 井 上 剣 花 坊 の 句 碑 が
　 　 　 　 萩 市 内 に 続 々 誕 生

〜全日本川柳大会開催に向けて〜

  東京都国立市在住の版画家・戸嶋由
香さん（1997 年 11 月発行の萩ネッ
トワーク 18 号で紹介）が、今年の４
月１日から 16 日まで開催された第４
回さっぽろ国際現代版画ビエンナーレ
展において、96 年の第３回の同展に
続き２回連続で入賞（スポンサー賞）
されました。
ー戸嶋さんの一言・・・
　受賞した「ＴＥＴＲＩＳ（テトリス）」
とは、落下していく様々な形のブロッ
クをはめ込んで消していって、スコア
を競うテレビ・ゲームです。排気ガス
をまき散らしながら、それぞれの時代
を駆け抜けてきた内燃機関付き自動
車。消費社会の象徴として、高く積み
上げられた車のテトリスは、環境問題、
資源問題なども絡んで、次世代に向か
い、そろそろゲーム・オーバーとなり
ます。
　萩には、萩美術館・浦上記念館とい
う浮世絵をたくさん収蔵した美術館が
あるのですから、今後はもっと一般の
方々に版画に慣れ親しんでもらう機会
を、是非作って頂きたいと思います。
　今年は、例年になく国内外での版画
コンクールが目白押しですが、萩市で
も文化行事に絡めた全国規模または国
際規模のコンクール形式の展覧会を企
画して頂きたいですね。

●さっぽろ国際現代版画
ビエンナーレ展で
スポンサー賞を連続受賞 !!   

ＴＥＴＲＩＳ（100 × 70 ㎝ ）
 スポンサー賞
　　（株式会社  三栄興産賞）受賞  

「
い
っ
ぱ
い
に  

よ
ろ
こ
び
を
吸
う  

朝

の
窓
」（
椿
、
萩
有
料
道
路
道
駐
車
場
）

おめでとうございます！

た
め
に
、
大
会
ま
で
に
整
備
し
、
新
た

に
句
碑
を
建
立
す
る
計
画
も
進
行
中
で

す
。
今
年
３
月
に
福
岡
県
在
住
の
井
上

秀
夫
さ
ん
（
萩
市
出
身
）
が
、
萩
市
に

対
し
て
誕
生
地
の
一
部
を
寄
附
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
て
実
現
す
る
も
の
で
、
今

後
、
剣
花
坊
顕
彰
の
拠
点
と
し
て
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

萩
出
身
で
川
柳
中
興
の
祖
と
い
わ

れ
る
井
上
剣
花
坊
（
１
８
７
０
〜

１
９
３
４
）
は
、川
柳
の
革
新
を
唱
え
、

時
事
、
社
会
、
人
生
に
広
く
題
材
を
求

め
る
新
川
柳
の
総
帥
と
な
り
、
明
治
、

大
正
、
昭
和
の
川
柳
界
に
君
臨
し
た
人

で
す
。
こ
の
郷
土
の
文
化
人
に
、
今
一

度
光
を
当
て
よ
う
と
、
現
在
、
萩
川
柳

会
が
中
心
に
な
っ
て
剣
花
坊
の
顕
彰
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。（
萩
川
柳
会
会

長  

大
庭
政
雄
、
萩
市
堀
内
）

　
今
年
６
月
14
日
に
、
萩
市
で
「
第
22

回
全
日
本
川
柳
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
全
国
か
ら
１
０
０
０
人
を
超
す
川

柳
作
家
た
ち
が
萩
を
訪
れ
る
、
こ
の
大

会
を
機
に
、
剣
花
坊
の
句
碑
建
設
の
機

運
が
高
ま
り
、
個
人
、
団
体
、
企
業
の

協
力
に
よ
り
、
現
在
ま
で
に
５
基
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
萩
市
民
館

の
裏
手
の
畑
の
一
角
に
あ
る
剣
花
坊
生

誕
地
の
石
碑（
１
９
７
２
年
建
立
）が
、

生
け
垣
に
埋
も
れ
、
目
に
つ
き
に
く
い

（
経　
歴
）

　
１
９
５
０
年
萩
市
生
ま
れ
。
71
年
に
山
口
芸
術
短
期
大

学（
生
活
芸
術
科
）を
卒
業
後
、陶
芸
家
の
小
高
正
峰
氏（
た

ち
ば
な
工
房
）
の
も
と
で
修
業
。
77
年
に
女
性
初
の
萩
焼

作
家
と
し
て
萩
市
後
小
畑
に
「
里
香
窯
」
を
開
く
。
78
年

に
第
一
美
術
展
銅
賞
、
79
年
女
流
陶
芸
展
入
選
、
80
年
山

口
県
美
展
佳
作
な
ど
で
活
躍
。
萩
市
土
原
に
売
店
を
構
え

て
陶
芸
を
続
け
、
大
阪
の
百
貨
店
で
２
回
の
個
展
を
開
い

た
。
し
か
し
、
96
年
末
に
入
院
。
髄
膜
炎
に
よ
り
97
年
４

月
死
去
。  

　
展
示
会
を
主
催
し
た
、
萩
陶
芸
家
協
会
会
長
の
三
輪
龍

作
さ
ん
は
、「
萩
に
お
け
る
女
性
の
陶
芸
家
の
は
し
り
で

あ
り
、
彼
女
の
存
在
は
女
性
の
時
代
の
先
鞭
を
き
っ
た
意

義
が
あ
る
。
作
品
か
ら
は
、
女
性
の
夢
が
感
じ
ら
れ
、
新

し
い
モ
ダ
ン
な
感
覚
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
は
、
素
晴
ら

し
い
。
元
気
で
仕
事
を
続
け
て
い
た
ら
、
我
々
は
刺
激
を

受
け
て
い
た
で
し
ょ
う
が
、
非
常
に
残
念
で
す
。」
と
陶

芸
家
協
会
と
し
て
は
初
め
て
の
個
展
の
意
義
を
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

　

父
親
の
中
村
四
郎
（
萩
市
土
原
）
さ
ん
は
、「
今
回
の

作
品
は
全
て
未
発
表
の
も
の
で
、
本
人
が
い
つ
か
は
個
展

を
や
ろ
う
と
し
ま
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
陽
の
め
を
み
る

幸
運
に
め
ぐ
ま
れ
た
こ
と
を
、
絵
理
子
に
、
も
し
魂
が
あ

れ
ば
喜
ん
で
、
光
栄
に
思
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 ミニ・インタビュー
　　   戸 嶋 由 香 さん   

萩　芸術・文芸の広場



●
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
関
東
支
部

　
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
関
東
支
部
の
総

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と　
き　
５
月
31
日
（
日
）
午
前
11
時

〜と
こ
ろ　
東
京
都
杉
並
区
高
円
寺
・
メ

ル
セ
ス
会
修
道
院

●
か
ら
た
ち
会
関
東
支
部

　
か
ら
た
ち
会
関
東
支
部
の
総
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

６
月
６
日
（
土
）
午
後
３
時

〜と
こ
ろ　
東
京
都
新
宿
区
高
田
馬
場
・

フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ
千
代
田
平
安
閣

●
姉
妹
都
市
・
下
田
市
「
第
59
回
黒
船

祭
」

　
下
田
市
の
黒
船
祭
は
、
開
国
の
ド
ラ

マ
を
今
に
伝
え
る
、
近
代
日
本
の
誕
生

祭
で
す
。

と　
き　
５
月
16
日
（
土
）
〜
５
月
18

日
（
月
）

と
こ
ろ　
静
岡
県
下
田
市

内　
容　
日
米
イ
カ
ダ
乗
り
競
漕
、
米

軍
艦
見
学
、
黒
船
道
中
、
海
上
花
火
大

会
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

下
田
市
観
光
産
業
課

（
０
５
５
８・２
２・２
２
１
１
）

●
第
48
回
日
本
画
１
９
９
８　
新
興
美

術
院
展
覧
会
（
新
興
展
）・
東
京
展

　
萩
出
身
の
女
性
日
本
画
家
・
内
田
青

虹
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
21
日
（
木
）
〜
５
月
30

日
（
土
）

と
こ
ろ　
東
京
都
台
東
区
上
野
・
東
京

都
美
術
館

※
第
３
月
曜
日
は
休
館
。
入
館
時
間
は

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
。
た
だ
し
、

最
終
日
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
。

●
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
守
繁
徹
作
陶
展

と　
き　
５
月
１
日
（
金
）
〜
５
月
６

日
（
水
）

と
こ
ろ　
甲
府
市
丸
の
内
・
岡
島
百
貨

店◇
岡
田
裕
作
陶
展

と　
き　
６
月
10
日
（
水
）
〜
６
月
15

日
（
月
）

と
こ
ろ　

横
浜
市
西
区
横
浜
駅
ビ
ル

隣
・
横
浜
そ
ご
う

◇
坂
高
麗
左
衛
門
個
展

と　
き　
６
月
18
日
（
木
）
〜
６
月
23

日
（
火
）

と
こ
ろ　
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
・
高

島
屋
日
本
橋
店

●
た
ち
ば
な
会
関
西
支
部

　
た
ち
ば
な
会
関
西
支
部
の
総
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
昨
年
は
約

１
２
０
人
の
参
加
者
が
あ
り
盛
会
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
今
年
も
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と　
き　
５
月
31
日
（
日
）
正
午
〜

と
こ
ろ　
大
阪
市
南
区
心
斎
橋
・
大
成

閣※
親
子
、
夫
婦
で
参
加
さ
れ
た
場
合
に

は
、
会
費
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

●
関
西
か
ら
た
ち
会

　
関
西
か
ら
た
ち
会
の
総
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
役
員
一
同
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と　
き　
６
月
13
日
（
土
）
午
後
６
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
大
阪
市
北
区
兎
我
野
町
・
民

芸
茶
屋
「
豆
狸
（
ま
め
だ
）」

●
第
48
回
日
本
画
１
９
９
８　
新
興
美

術
院
展
覧
会
（
新
興
展
）・
京
都
展

　
萩
出
身
の
女
性
日
本
画
家
・
内
田
青

虹
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
６
月
30
日
（
火
）
〜
７
月
８

日
（
水
）

と
こ
ろ　
京
都
市
岡
崎
公
園
内
・
京
都

市
美
術
館

※
月
曜
日
は
休
館
。
最
終
日
は
午
後
３

時
ま
で
。

●
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
滋
賀
県
立
陶
芸
の
森
美
術
館
・
企
画

展
「
つ
く
り
手
た
ち
の
原
像
」

　
萩
焼
作
家
・
三
輪
龍
作
の
作
品
が
招

待
作
品
と
し
て
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
21
日
（
木
）
ま
で

と
こ
ろ　
滋
賀
県
甲
賀
郡
信
楽
町
・
滋

賀
県
立
陶
芸
の
森
美
術
館

◇
「
鉢
・
皿
・
碗
」
二
人
展

　
萩
焼
作
家
・
内
村
幹
雄
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
６
日
（
水
）
〜
５
月
19

日
（
火
）

と
こ
ろ　
大
阪
市
北
区
梅
田
・
阪
急
百

貨
店

●
か
ら
た
ち
会
広
島
支
部

　
か
ら
た
ち
会
広
島
支
部
の
総
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
７
月
11
日
（
土
）
午
後
６
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
広
島
市
南
区
的
場
町
・
ホ
テ

ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

●
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
内
村
幹
雄
作
陶
展

と　
き　
５
月
14
日
（
木
）
〜
５
月
20

日
（
水
）

と
こ
ろ　
広
島
市
西
区
・
ア
ル
パ
ー
ク

天
満
屋

◇
内
村
幹
雄
作
陶
展

と　
き　
５
月
６
日
（
水
）
ま
で

と
こ
ろ　

島
根
県
大
田
市
・
石
見
銀
山

跡◇
現
代
工
芸
展
巡
回
展

　
萩
焼
作
家・田
中
秀
峰
、
中
村
真
一
、

吉
賀
将
夫
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
19
日
（
火
）
〜
５
月
24

日
（
日
）

と
こ
ろ　
広
島
市
・
広
島
県
立
美
術
館

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

　
ー
関
東
地
区
ー

　
ー
関
西
地
区
ー

　
ー
中
国
地
区
ー

　
ー
九
州
地
区
ー

　
ー
山
口
県
関
係
ー

●
か
ら
た
ち
会
九
州
支
部

　
か
ら
た
ち
会
九
州
支
部
の
総
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

７
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時

〜と
こ
ろ　
北
九
州
市
小
倉
北
区
・
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

●
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
瑞
鳥　
陶
芸
・
三
輪
龍
作
展

と　
き　
５
月
28
日
（
木
）
〜
６
月
１

日
（
月
）

と
こ
ろ　
福
岡
市
中
央
区
天
神
・
博
多

大
丸

●
毛
利
博
物
館
・
企
画
展
「
端
午
」

と　
き　
５
月
31
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ　

防
府
市
多
々
良
・
毛
利
博
物

館入
館
料　
大
人
７
０
０
円
、
小
中
学
生

３
５
０
円

内　
容　
若
殿
所
用
の
色
々
威
小
具
足

に
よ
る
端
午
飾
り
、
甲
冑
・
刀
剣
な
ど

の
武
具
な
ど
が
展
示

●
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
三
輪
龍
作
展　
柔
ら
か
い
海

と　
き　
〜
６
月
28
日
（
日
）

と
こ
ろ　
山
口
市
・
山
口
県
立
美
術
館

◇
山
口
県
在
窯
女
流
作
陶
家
10
人
展

　
女
流
萩
焼
作
家
・
桶
屋
勝
枝
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
５
日
（
火
）
ま
で

と
こ
ろ　
徳
地
町
深
谷
・
重
源
の
郷

◇
中
村
真
一
作
陶
展

と　
き　
５
月
５
日
（
火
）
ま
で

と
こ
ろ　

宇
部
市
厚
南
区
・
ギ
ャ
ル

（14）



リ
ー
小
川

◇
山
口
県
日
展
会
展

　
萩
焼
作
家・田
中
秀
峰
、
中
村
真
一
、

松
野
龍
司
、
吉
賀
将
夫
の
作
品
と
萩
市

在
住
の
書
家
・
小
倉
窓
筧
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
７
日
（
木
）
〜
５
月
12

日
（
火
）

と
こ
ろ　
下
関
市
・
下
関
大
丸
７
Ｆ
文

化
ホ
ー
ル

◇
守
繁
徹
作
陶
展

と　
き　
５
月
14
日
（
木
）
〜
５
月
19

日
（
火
）

と
こ
ろ　
宇
部
市
常
盤
・
宇
部
井
筒
屋

◇
伝
統
工
芸
新
作
展

　
萩
焼
作
家
・
岡
田
裕
、
兼
田
三
左
衛

門
、
兼
田
佳
炎
、
厚
東
建
信
、
野
坂
康

　
ー
萩
市
関
係
ー

起
、
野
坂
和
左
、
坂
高
麗
左
衛
門
、
玉

村
登
陽
、
止
原
伸
郎
、
納
富
晋
、
波
多

野
善
蔵
、
松
村
拓
夫
、
三
輪
栄
造
、
三

輪
休
雪
、
山
影
陶
道
の
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

◎
と　
き　
５
月
21
日
（
木
）
〜
５
月

31
日
（
日
）

と
こ
ろ　
山
口
市
・
山
口
県
立
美
術
館

◎
と　
き　
６
月
11
日
（
木
）
〜
６
月

15
日
（
月
）

と
こ
ろ　
下
関
市
・
下
関
大
丸

◇
ベ
ア
テ
ィ
ル
・
ペ
ア
ソ
ン
作
陶
展

と　
き　
７
月
１
日
（
水
）
〜
７
月
８

日
（
水
）

と
こ
ろ　
下
関
市
・
下
関
大
丸

●「日本の旅　歴史の町並み〜重要伝統的建造物群保存地
区〜」ＮＨＫハイビジョン（衛星９チャンネル）
　文化庁が選定した「重要伝統的建造物群保存地区」を紹
介し、建造物群に見られる日本の伝統的な美を紹介。番組
では重要伝統的建造物群保存地区である堀内、平安古地区
とそこに住む人々の暮らしぶりなどが紹介されます。
放送予定　５月４日（月）午後８時 45 分〜９時
再放送　５月９日（土）午後３時 45 分〜４時
●「歴史出会い旅」ＮＨＫ総合
　４月からのＮＨＫの新番組。番組では俳優の下川辰平が
旅人として萩の歴史や文化を紹介していきます。特に藍場
川周辺や菊屋家、松下村塾などが紹介されます。
放送予定　５月９日（土）午前 10 時５分〜 10 時 30 分
●「こだわってふるさと　萩ガラス」ＮＨＫ　ＢＳ２
　大阪からふるさと萩へＵターンして、萩市越ケ浜の笠山
に萩ガラス工房を開設した藤田洪太郎さん。番組ではセラ
ミックと萩ガラスについて藤田社長が語ります。
放送予定　５月 24 日（日）午前７時 40 分〜８時
再放送　５月 29 日（金）午前 10 時 40 分〜 11 時
●「堂々日本史　（仮）長州の庶民軍・倒幕をめざす！〜
高杉晋作と奇兵隊〜」ＮＨＫ総合
　今から 130 年前、長州藩が倒幕に向かって疾走していた
頃、最強を誇った軍隊が、高杉晋作の創立した『奇兵隊』
であった。この奇兵隊は武士・農民・商人からなる庶民軍
である。
　番組では、幕末の動乱期に庶民軍という冒険的なアイデ
アを取り入れた長州藩の事情、背景を追いながら、幕末最
強と言われる奇兵隊を育てた高杉晋作組織作りの秘密に迫
る。
出　演　一坂太郎（東行記念館学芸員）、河島英五、麻生圭
子
放送予定　５月 19 日（火）午後 10 時〜 10 時 45 分
隠密奉行・朝比奈
　毎週フジテレビ系列で放映中の北大路欣也が主役の時代
劇。今回は萩を舞台に活躍。萩で５月６日・７日に収録が
あり、あの平安古・堀内の鍵曲や口羽家、大照院などがテ
レビ画面で見れます。
出　演　北大路欣也ほか
放送予定　６月 24 日（水）または７月８日（水）午後８
時〜９時

テ レ ビ ガ イ ド
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●
第
33
回
か
ら
た
ち
会

　
第
33
回
か
ら
た
ち
会
の
総
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
当
日

の
飛
び
入
り
参
加
も
大
歓
迎
し
ま
す
。

と　
き　
５
月
９
日
（
土
）
午
後
６
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
萩
工
業
高
等
学
校
体
育
館

●
第
８
回
萩
焼
ま
つ
り

　
観
光
と
焼
物
の
ま
ち
・
萩
の
春
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
土
と
生
命
の
炎
が

織
り
成
す
陶
芸
の
祭
典
に
、
毎
年
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
１
日
（
金
）
〜
５
月
５

日
（
火
）

と
こ
ろ　
萩
市
民
体
育
館

内　
容　
萩
焼
の
即
売
会
、
特
産
物
の

販
売
な
ど

※
本
紙
２
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

●
萩
・
大
茶
会

と　
き　
５
月
３
日（
日
）・４
日（
休
）

と
こ
ろ　
指
月
公
園

内　

容　

市
内
各
流
派
が
一
堂
に
会

し
、
観
光
客
や
市
民
に
お
茶
の
接
待

※
本
紙
３
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

●
観
世
流
能
楽
大
会

　

萩
松
声
会
結
成
45
周
年
を
記
念
し

て
、
東
京
よ
り
職
分
家
谷
村
一
太
郎
、

同
じ
く
木
月
孚
行
、
角
寛
次
朗
、
ワ
キ

方
村
瀬
純
、
及
び
九
州
観
世
会
を
招
い

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
５
月
５
日
（
祝
）
午
前
９
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
萩
市
民
館

入
場
料　
無
料

●
萩
焼
陶
芸
家
協
会
勉
強
会

と　

き　

５
月
15
日
（
金
）
午
後
６
時

〜と
こ
ろ　
萩
市
・
萩
本
陣

内　
容　
生
け
花
作
家
・
中
川
幸
夫
氏

を
迎
え
「
生
け
花
と
陶
芸
」
の
勉
強
会

●
萩
・
夏
み
か
ん
ま
つ
り

と　
き　
５
月
17
日
（
日
）

と
こ
ろ　
指
月
公
園

内　
容　
夏
み
か
ん
の
菓
子
販
売
や
夏

み
か
ん
の
無
料
配
布
な
ど

●
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
遺
宝「
マ
リ
ア・

テ
レ
ジ
ア
の
愛
し
た
古
伊
万
里
展
」

マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
古
伊
万
里
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
厳
選
さ
れ
た

１
０
０
点
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
６
月
７
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ　
萩
市
平
安
古
・
山
口
県
立
萩

美
術
館
・
浦
上
記
念
館

入
場
料　

一
般
１
０
０
０
円
、
学
生

８
０
０
円
。
高
校
生
以
下
及
び
身
体
障

害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持

者
と
そ
の
介
護
者
、
70
歳
以
上
の
人
は

無
料
で
す
。
た
だ
し
、
身
分
証
明
書
が

必
要
。

※
企
画
展
以
外
の
期
間
は
、
浦
上
敏
朗

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
浮
世
絵
・
東
洋
陶
磁

の
平
常
展
示
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。



　
前
号
の
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
萩
の
松
下
村
塾
を
模
築
し
た
も

の
が
、
全
国
に
６
棟
存
在
す
る
こ
と
を
書
き
ま
し
た
が
、
秋
田
県

大
館
市
（
人
口
６
万
８
千
人
）
に
も
そ
の
１
棟
が
あ
り
ま
す
。
な

ぜ
東
北
の
地
、
大
館
市
に
松
下
村
塾
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
理
由
と
し
て
次
の
３
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
ず
、
吉
田
松
陰
が
大
館
市
に
宿
泊
し
た
と
い
う
こ
と
。
嘉
永

４
年
（
１
８
５
２
）
松
陰
22
才
の
と
き
に
江
戸
か
ら
東
北
遊
歴
の

途
に
つ
き
、
翌
嘉
永
５
年
秋
田
藩
の
支
城
の
あ
る
大
館
に
到
着
、

つ
い
で
白
沢
（
現
在
、
大
館
市
）
の
庄
屋
山
内
儀
兵
衛
（
の
ち
、

笹
島
姓
）
方
に
宿
泊
し
ま
し
た
。
松
陰
は
山
内
宅
に
一
泊
し
、
こ

の
辺
り
の
民
政
の
様
子
を
尋
ね
、
日
記
に
書
き
留
め
て
い
ま
す
。

現
在
笹
島
邸
の
敷
地
内
に
は
、「
吉
田
松
陰
先
生
遊
歴
記
念
碑
」
が

建
っ
て
い
ま
す
。

萩ネットワーク　1998 年５月　21 号

幕
末
・
維
新　
こ
ぼ
れ
話

続 ・ ６ つ の 松 下 村 塾

大 館 市 に あ る 松 下 村 塾

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
サ
イ
ズ
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

〜東北の地に、松下村塾
　　　松陰と大館市の繋がり〜
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田
藩
の
家
老
職
を
つ
と
め
維
新
後
は
秋
田
県
の
教
育
行
政
に
尽
く

し
た
人
物
で
す
。
狩
野
は
松
陰
が
松
下
村
塾
を
主
宰
し
た
安
政
４

年（
１
８
５
７
）、『
三
策
』と
い
う
著
述
を
お
お
や
け
に
し
ま
し
た
。

こ
の
著
述
は
、
日
本
の
近
代
化
を
促
す
対
外
策
を
説
い
た
も
の
で
、

必
ず
し
も
直
ち
に
広
く
中
央
ま
で
評
価
を
高
め
る
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
松
陰
は
こ
れ
を
取
り
上
げ
「
松
下
村
塾
蔵
版
」
と

し
て
出
版
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
全
国
各
地
の
質
の
高
い
情
報
を
逸

速
く
入
手
す
る
と
い
う
、
松
陰
の
「
飛
耳
長
目
」
の
策
を
実
践
す

る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
館
市
と
吉
田
松
陰
と
の
つ
な
が
り
の
深
さ
か
ら
、

昭
和
59
年
（
１
９
８
４
）
に
大
館
市
の
竹
村
記
念
公
園
内
に
松
下

村
塾
が
模
築
さ
れ
た
の
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
大
館
市
の
隣
町
小

坂
町
に
は
、萩
出
身
の
実
業
家
藤
田
伝
三
郎
が
興
し
た
藤
田
組
（
現

在
、
同
和
鉱
業
）
が
経
営
し
、
同
じ
く
萩
出
身
の
実
業
家
久
原
房

之
助
（
伝
三
郎
の
甥
）
が
わ
が
国
屈
指
の
銅
山
と
し
て
再
生
し
た

小
坂
鉱
山
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
館
市
内
に
は
同
じ
く
藤
田
組

が
経
営
し
た
花
岡
鉱
山
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩
市
郷
土
博
物
館　
樋
口
尚
樹

　
次
に
大
館
市
が
松
陰
の
朋
友
、
江　
五
郎
の
出
生
地
で
あ
る
と

い
う
こ
と
。
江　

は
文
政
10
年
（
１
８
２
７
）
大
館
に
生
ま
れ
、

の
ち
盛
岡
に
移
住
し
て
南
部
藩
士
と
な
り
ま
し
た
。
嘉
永
２
年
南

部
藩
主
継
嗣
に
関
す
る
事
件
で
、
兄
の
春
庵
が
獄
中
で
憤
死
す
る

と
、
そ
の
仇
討
ち
を
果
す
た
め
に
旅
に
出
、
江
戸
で
松
陰
及
び
宮

部
鼎
蔵
（
熊
本
藩
士
）
と
知
り
合
っ
た
の
で
し
た
。
松
陰
は
江　

の
義
憤
に
心
を
動
か
さ
れ
、
宮
部
と
東
北
遊
歴
を
計
画
の
さ
な
か
、

江　
に
仇
討
ち
の
同
行
を
求
め
ら
れ
、
３
人
一
緒
に
東
北
の
旅
に

出
掛
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
た
。
こ
の
と
き
、
松
陰
は
水
戸

で
落
ち
合
う
と
い
う
２
人
と
の
約
束
を
守
る
た
め
に
、
藩
か
ら
関

所
通
過
証
が
お
り
な
い
ま
ま
に
、
旅
立
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
松
陰
は
脱
藩
の
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

松
陰
に
と
っ
て
は
、
江　
と
知
り
合
っ
た
こ
と
が
、
人
生
の
ひ
と

つ
の
転
機
と
な
っ
た
の
で
し
た
。松
陰
は
の
ち
に「
二
十
一
回
猛
士
」

（
松
陰
の
別
号
）
の
猛
の
う
ち
、
最
初
の
猛
を
こ
の
脱
藩
を
犯
し
た

東
北
旅
行
と
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
大
館
市
出
身
の
学
者
狩
野
深
蔵
の
著
述
が
、
松
下
村
塾

か
ら
出
版
さ
れ
た
こ
と
。
狩
野
は
文
政
12
年
大
館
に
生
ま
れ
、
秋

　
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
サ
イ
ズ
が
、
今
回
か
ら
Ａ
４
版
に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
会
員

の
皆
さ
ん
の
中
か
ら
、
サ
イ
ズ
が
大
き
す
ぎ
て
保
存
す
る
時
に
不
便
な
の
で
、
綴
じ
や
す

い
大
き
さ
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
声
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
見
直
し
を
行
い
、
今
回
の
変
更

と
な
っ
た
次
第
で
す
。

　
サ
イ
ズ
は
小
さ
く
な
り
ま
し
た
が
、
中
身
は
よ
り
大
き
く
を
目
標
に
、
萩
市
の
最
新
情

報
を
満
載
し
て
お
送
り
し
て
い
き
た
い
と
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
新
し
く
な
っ
た
「
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
で
は
、
新
し
い
会
員
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
周
り
で
、
萩
市
出
身
の
方
や
、
萩
に
興
味
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
こ
の
「
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
〒
７
５
８
ー
８
５
５
５　
山
口
県
萩
市
江
向
５
１
０　
萩
市

広
報
課
内　
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
（
０
８
３
８・２
５・３
１
７
８
）
へ
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